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♪　“みんせいず”の美しいハーモニー　♪

　

令
和
４
年
12
月
６
日
に
、弦
打
コ
ミ
セ
ン
で〝
弦
打
に

こ
に
こ
元
気
会
〞を
開
催
し
ま
し
た
。ご
参
加
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

健康体操 ゲームで頭の体操 ティータイム

弦打にこにこ元気会弦打にこにこ元気会
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参加してくれる皆さんに喜んでもらえる安全安心な給食会にするにはどうすればいいかをいつもみ
んなで考え、役割分担をしながらスタッフみんなで“にこにこ元気会”を作り上げています。
「参加者の皆さんに喜んでもらえるよう、心を込めたおもてなしを」とスタッフが一つになって、一生
懸命楽しく笑顔で取り組む姿が私は大好きです。
そして、参加してくださる方の、「美味しかったよ」「良かったよ」という声を聞くととても嬉しいです。
これからもスタッフのみんなも、参加してくださる皆さんも、笑顔で来て、笑顔で帰ってもらえる“に

こにこ元気会”でありたいと思います♪

高松市社会福祉協議会の「高齢者と地域の交流事業」の助成制度の終了に伴い、令和４年度から“弦打
にこにこ元気会”は、弦打地域にお住まいの一人暮らしの高齢者を対象とした、弦打地区社会福祉協議会
独自の事業として、新しく生まれ変わりました。
今まで積み重ねてきた経験を活かしながら、安全安心を基本として、にこにこ笑顔が満開の楽しい給食

会となるようスタッフ一同頑張って参りますので、これからも“弦打にこにこ元気会”をよろしくお願いいた
します！

“かずちゃん”こと片桐和恵さん

スイーツは真心こめて

ハ ン ド メ イ ド

～スタッフからひとこと～～スタッフからひとこと～

チョコレートケーキ
いちごサンタ
絞り出しクッキー

コーヒー

弦
打
に
こ
に
こ
元
気
会

弦
打
に
こ
に
こ
元
気
会
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弦
打
地
区
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　
　

会
長　

春
田　

ま
ゆ
み

新
年
、あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
、当
協
議
会
の
各
事
業
に
ご
支
援
と

ご
協
力
を
頂
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
七
月
に
後
藤
正
徳
会
長
の
あ
と
を
引
き

継
ぎ
、会
長
の
任
を
拝
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
よ
り
事
務
局
長
と
し
て
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
よ
り
、今
年
で
七
年
目
に

な
り
ま
す
が
、そ
の
間
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
多
く
の
方
々
と

共
に
活
動
す
る
中
で
、多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
輩
方
が
作
り
上
げ
て
こ
ら
れ
た
福
祉
の
弦

打
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、一
生
懸
命
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、コ
ロ
ナ
は
い
ま
だ
収
束
に
至
ら
ず
、当
協

議
会
の
事
業
も
中
止
や
縮
小
な
ど
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
が
、多
く
の
方
々
に
ご
好
評
を

頂
い
て
い
る「
に
こ
に
こ
元
気
会
」で
は
、工
夫
を

重
ね
て
新
し
い
形
で
開
催
し
、皆
様
に
喜
ん
で
頂

く
事
が
出
来
ま
し
た
。

本
年
も
、粘
り
強
く
、安
全
安
心
な
事
業
の
開

催
を
心
掛
け
、人
と
人
、人
と
地
域
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
、み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
け
る
、心
豊
か
な
弦
打
地
区
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

今
後
と
も
、ど
う
か
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

弦
打
地
区
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　
　

前
会
長　

後
藤　

正
徳

　
新
年
、あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

前
池
上
宏
会
長
か
ら
会
長
を
引
継
ぎ
、八
年
が

経
過
し
、気
が
付
け
ば
後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り

で
す
。長
き
に
わ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
々
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

池
上
宏
会
長
時
代
に
、地
区
敬
老
会
が
自
治

会
単
位
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、開
催
苦
労
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
、代
わ
る
べ
く
主
体
事
業
探

し
に
右
往
左
往
し
ま
し
た
。そ
の
後
、各
自
治
会

か
ら
社
協
へ
の
会
費
が
頂
け
な
く
な
っ
た
と
き

は
、地
区
内
の
各
企
業
者
に
お
願
い
し
て
特
別
会

員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、役
員
一
同
汗
を
流

し
ま
し
た
。　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
対
策
事
業
で
は
、施
設
で

作
成
し
た
給
食
の
配
食
事
業
が
中
止
と
な
り
、

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
対
応
策
を
諮

問
し
、高
齢
者
と
地
域
の
交
流
事
業（
に
こ
に
こ

元
気
会
）
と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た

が
実
施
出
来
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
喜
び
の
声

を
多
く
拝
聴
し
た
と
き
、や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

高
齢
化
と
少
子
化
の
進
展
に
よ
り
、地
域
共
生

社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。弦
打
地
区

住
民
が
、安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、若

き
指
導
者
た
ち
の
柔
軟
な
発
想
と
実
行
力
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

若
き
指
導
者
に

　
　
　
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

弦
打
校
区
連
合
自
治
会　
　
　
　

会
長　

藤
村　

芳
信

　
新
年
、あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
が
健
や
か
に
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
を
、心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
、国
内
各
地
で「
地
震
・
大
雨
」に
よ
る
甚

大
な
災
害
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
ま
た
は
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
時
に

備
え
て
、避
難
経
路
・
避
難
先
・
非
常
用
持
出
し
袋

等
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、地
震
の
時
、家
具
等
が
倒
れ
て
下
敷
き
・

通
れ
な
い
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
家
具
類
の
固
定

を
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に「
避
難
所
」に
多
く
の
人

が
密
集
す
る
と
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
広
が
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、

「
避
難
所
」へ
の
避
難
以
外
に
も
、「
親
類
・
知
人

宅
」「
ホ
テ
ル
」「
在
宅
避
難
」「
車
中
泊
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
避
難
先
に
、地
域
の
人
た
ち
が
分

散
し
て
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
マ
ス
ク
の
着

用
や
手
指
消
毒
な
ど
の
徹
底
が
浸
透
し
、ま
た
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
も
の
の
、感
染
力
の
強

い
オ
ミ
ク
ロ
ン
変
異
株
の
流
行
も
懸
念
さ
れ
、未

だ
コ
ロ
ナ
収
束
の
目
途
は
立
た
ず
、先
行
き
が
見

通
せ
な
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、本
年
が
皆
様
に

と
っ
て
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶
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ふくしつるうち  第19号  2023.1.1ふくしつるうち  第19号  2023.1.1



令和４年度敬老会令和４年度敬老会
令和４年 9 月 1４日から 23 日にかけて、弦打校区コミュニティ協議会及び単位自治会主催の令和４
年度敬老会が2１か所で実施されました。新型コロナ感染防止のため、昨年に引き続き、安否確認と記
念品贈呈を行いました。対象者は1,５００人でした。やむを得ぬこととはいえ、それぞれの集会所で接待
する側とされる側が、笑顔いっぱいで記念式典や行事を実行できなかったことは、誠に残念です。
今回の敬老会実施上の問題点として、コロナに加えて、台風１４号の襲来が予想されたので、①実施

日を早めたり、遅らせたり、②少人数・短時間で実施したり、③担当者が対象者宅を訪問して、安全確
認と記念品を贈呈するなどの調整が必要でした。また、今後の改善点として、自治会未加入の敬老会対
象者の処遇をどうするのか、慎重に検討し、結論を出す必要があります。なお、本村と定木の両自治会
は、万全なコロナ対策を講じて、簡略した形で集会を開催しました。

本村自治会では・・・

定木自治会では・・・

班長さんの訪問案内で該当者全員に
安否確認もかねて案内しました。
当日は懇談会参加人員は３７名、その
他、該当者本人が受け取りに来られた
方が約３４～３９名でした。
会長以下役員全員、班長さん全員で
対応、それぞれ持ち場を区分して従事し
ました。

当初、９月１９日で計画しましたが、台
風１４号の影響で９月２３日に変更しま
した。
定木公民館で記念品、自治会用意の
弁当、子どたちの手作りうちわを渡し
て、安否確認をしました。
希望者のみマスクをとり、記念写真
を撮りました。

―４――４―
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＜ふれあい・いきいきサロン事業（弦打地区社協助成事業）＞ 
地域住民の交流の場としての、ふれあい・いきいきサロン事業が各地で行われています。

健康体操・茶話会
ゲーム、子どもと高齢者との交流

健康体操
文化祭用作品作り、昼食作り

ブローチ作り
折り紙、健康体操他

会食(しっぽくうどん作り)・ゲーム大会
茶話会・ミニライブ・健康体操他

フラダンス・歌声フェスティバル
高齢者のためのパソコン教室
若年層との交流事業

福居　重美

神高　幸子

井下久美子

片桐　和恵

藤田　健文

定木友常会
(定木自治会)

すみれ会
(青木自治会)

ふれあいサロン明見
(明見自治会)

にこにこ会
(御殿自治会)

中津おもてなし
(中津自治会)

同好会名 代表者名 事業内容

　＜定木・子どもと高齢者等の集い＞
定木自治会では、夏休みに10日間ラジオ体操、子どもたちによる敬老会の

贈呈品「うちわ」の手作り会と夕方には手持ち花火の集い、秋ジャガイモの植
付を行いました。冬には、光明寺本堂でキーボードの演奏会を開催しました。

＜保健福祉事業（コミ協保健福祉部会助成事業）＞ 
各自治会で、子育て支援や健康増進、高齢者の支えあいなどの地域福祉活動を行っています。

子どもと高齢者交流事業
夏休みラジオ体操事業
夏休み子ども教室事業・じゃがいも栽培

餅つき大会、しっぽくうどん・そば作り
ひな祭りの集い・健康体操他

ゴキブリ団子作り、焼肉のたれ作り、
健康体操他

会食(しっぽくうどん作り)・ゲーム大会
茶話会・ミニライブ・健康体操他

フラダンス・歌声フェスティバル
高齢者のためのパソコン教室
若年層との交流事業

フレイル予防講座
のびのび元気体操・情報交換、健康相談

福居　重美

神高　幸子

井下久美子

片桐　和恵

藤田　健文

朝倉　博志

定木自治会

青木自治会

明見自治会

御殿自治会

中津自治会

労住協自治会

同好会名 代表者名 事業内容

すみれ会(青木自治会)の昼食作り
では焼きそばを作りました

定木自治会の子どもと高齢者の交
流事業では花火大会を行いました

すがすがしい朝のラジオ体操▶
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市住飯田団地

定木

南定木

半田

青木

小坂

大暮、オレンジハイツ香西南

相作、鶴市団地

本村

中所、御殿、御殿団地

明見

中津南、オレンジハイツ香西東

中津北、藤田マンション、シティラック高松Ａ

郷東南

郷東東、労住協

郷東北

新地、警察官舎

乾、アイランドコート

鶴市西団地、フォーリーフタウン、クレアガーデン

全域　主任児童委員

全域　主任児童委員

８８２－９７８２

８８２－７７１１

８８１－５１９７

８８０－３６５５

８８１－４７４９

８８１－１８９１

８８２－５９５９

８８１－３６８９

８８２－４４１０

８６２－８０５６

８８２－６８６６

８８１－７２３０

８８１－２４０２

８８１－４９５９

８８７－４１９７

８８１－４０４４

８８２－９８３１

８８２－１３２９

８１６－２８５８

飯田町１０３５－１市住３６－２５８

飯田町８５０－５

飯田町３４－１４１

飯田町２１５－１２

飯田町１２０７－３

飯田町６１１－１

鶴市町１９３－４

鶴市町１２８

鶴市町６３８－４

鶴市町１６５６－９

鶴市町１００３－９

鶴市町２０１８－１３

鶴市町２００９－６

郷東町１１－１８

郷東町１－９

郷東町１２７－４

郷東町５８７－３７

郷東町６－９

鶴市町２０２２－１６

明石佐都子

藤間　良孝

川崎　聖之

西村　直樹

白石　和代

藤村　佳子

山口　周三

池尻　保彦

川股　恵子

植本しのぶ

平山　弘康

大山　恒夫

平尾　勝彦

佐々木　明

大藪由香里

浅田　裕美

川上　英樹

欠　員

欠　員

谷　かおり

漆原　恭子

委員名 住　所 担当地区 電話番号

多大な功績を残して退任された後藤正徳会長の後
任をお引き受けすることになった山口です。微力なが
ら地域社会福祉の向上に努める所存です。どうぞ宜し
くお願い申し上げます。
この度、民生委員・児童委員の一斉改選（任期：令和

４年１２月～令和７年１１月）が行われ、定数２２人中２０
人の新任委員が誕生しました。（ただし新任委員のう
ち１名は令和５年２月より就任予定です。）なお、前期
より引き続き就任する者１３人、新人と交代するのは７
人です。２０人の新任委員のうち２人は主任児童委員
として弦打地区全体を担当されます。
今回の改選でも、下記の２地区で民生委員・児童委
員不在となりました。このため敬老会対象者確認調査
や各種の証明事務に支障をきたす状況が続くことに

なります。欠員地域から適任者が、一日も早く選任さ
れることを切望してやみません。
ご承知のように民生委員・児童委員は地域住民の
身近な相談役として、悩みや相談事を聞き、行政や専
門家につなぐことで解決を図る活動をしています。ま
た、本協議会は、毎年５月の民生委員・児童委員の日に
あわせた活動強化週間では、適切なPR活動を実施、
１０月のふれあい交流事業文化祭では、地域住民との
親密な交流を行っています。
今回退任された委員の皆様、長い間のご苦労とご
貢献に深く感謝申し上げます。今後とも地域の社会
福祉活動に積極的ご協力をお願いいたします。
次に新しく選任された民生委員・児童委員、主任児
童委員を紹介します。

弦打地区民生委員児童委員協議会　会長　山口　周三

※鶴市町の中津西、サントノーレ、オレンジコート、ユートピアヒルズ地区は、令和５年２月１日に加藤久雄さんが就任する予定です。

新任の民生委員・児童委員を紹介します新任の民生委員・児童委員を紹介します

―６――６―
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